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2022（令和4）年度事業報告 

 

１. 会報の発行及び送付（会報担当、庶務担当） 

佐賀大学の近況および菱実会の活動状況を会員へ紹介するものとして、次の２種類の会報を送付した。 

1）佐賀大学同窓会会報（楠の葉 第 37 号 7 月発行・第 38 号 1 月発行） 

http://sadai.jp/alumni/dousoukai/docs/ 

〇楠の葉 第 37 号（佐賀大学同窓会発行） 

＊主に会費納入者に送付 4,673 名（大同印刷） 

＊サラトより送付：卒業生：3,089 通（菱の実 第 24 号も同封）（送料負担：佐賀大学同窓会） 

＊鏡文印刷（菱実会負担） 

〇楠の葉 第 38 号：佐賀大学同窓会 Web サイトに掲載（郵送せず） 

2) 菱実会会報「菱の実 第 24 号」（8月発行）…………年 1回佐大同窓会会報と一緒に送付 

http://sadai.jp/alumni/ryoujitsukai/docs/  

〇菱の実 第 24 号（大同印刷） 

〇連絡先調査シート（ハガキミシン加工込み）：大同印刷で作成 

〇大同印刷より送付 

・卒業生（2021 年度卒業／修了者及び 10 年会費等の会費有効期限切れ直前） 

＊楠の葉 第 37 号＋菱の実 第 24 号＋同窓会会員連絡先確認シート 

＊送料負担：佐賀大学同窓会 

＊但し、確認シートと鏡文は菱実会負担 1,584 通 

・学部在学生 

＊菱の実第 24 号＋同窓会会員連絡先確認シート 

＊送料負担：菱実会 

＊1,624 通 

＊窓付き封筒、調査シート、鏡、封入作業、発送料 

 

２. 菱実会の組織強化（庶務担当、組織強化担当） 

同窓生の活性化のために会員数の拡大を図る。 

1）会費徴収対策として、会費有効期限切れ直前会員(約 1,100 名)に会費払込取扱票を送付 

2) 2022 年度入学で会費未納の学部生に佐賀大学同窓会から会費納入催促(佐賀大学同窓会事務より) 

3) 理工学部創立 50 周年記念誌の発送：学部在学生の希望者のみ（43 件：菱実会負担） 

--- 

4) 同窓会会員連絡先確認シートを送付 

・2022 年度から、会報「菱の実」と一緒に送付 

・学部生全員及び 2022 年 3 月に卒業／修了した人（会費有のみ） 

・同窓会会員連絡先確認シート： 次の同窓会登録データを各会員に確認していただく 

＊同窓会会員の連絡先：同窓会整理番号、菱実会クラス名、氏名、氏名カナ 

入学年、所属学部、学科、コース、会員住所〒、会員住所、電話番号、e-mail 

＊父母様の連絡先：父母住所〒、父母住所、父母名、父母電話番号、父母 e-mail 

＊同窓会郵便物（会報）の送り先（会員住所／父母住所／父母と同居／送付不要） 

＊会費納入状況：会費有効期限、会費納入記録（千円／会費納入年月・入会費等は除く） 

＊返信ハガキ（ミシン目から切り離す）：（返信ハガキ：252 通） 

・住所、電話番号、e-mail アドレスの登録・修正・削除の指示は、住所変更等の入力フォームをご利用 

資料 02 
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・2022 年度の同窓会会員連絡先確認シートの送付状況 

＊学部在学生：1,624 名  学部卒業生及び大学院修了生（会費有）：1,584 名  合計 3,208 名 

5) 住所変更等の入力フォームの利用 

＊菱実会 Web サイト > 住所変更・会費納入：http://sadai.jp/alumni/ryoujitsukai/membership/ 

＊会員は「住所変更等の入力フォーム」から随時、同窓会事務局に対し、連絡先の修正や削除の指示、会

費納入状況や会費払込取扱票送付要求等が可能 

＊2022 年度の利用状況 

① 住所変更等の入力フォーム１(菱実会専用)       75 名 

② 住所変更等の入力フォーム２(卒業／修了予定者専用) 301 名 

③ 住所変更等の入力フォーム５(理工学部在校生専用)   38 名 

6) e-mail 一斉配信システム（blastmail）の利用 

＊差し込み印刷機能を利用して個人の情報をそれぞれに届けることが可能 

＊blastmail で登録データを示し、Web サイトのフォームに変更データを入力する仕組み 

＊将来的には、郵送の労力・経費を抑えて、利便性、更新速度、正確さを求めることが可能 

 

３. 同窓会支部関係活動（組織強化担当） 

1）佐賀大学同窓会支部・地区会活動 ⇒新型コロナ禍で活動は全くできなかった。 

2）学位授与式後の 7 学科の祝賀会・謝恩会支援 

＊令和 5年 3月 24 日学位授与式後の学科毎の伝達式（謝恩会は原則中止） 

＊謝恩会等が中止になった場合は卒業生／修了生から各部門（学科／研究科）への記念品等の足し等に使

ってよい。金額の受取書以外の細かい事後報告等は不必要 

＊配布額：各部門 1万円＋500 円×人数（卒業／修了予定のフォームの入力者分） 

＊対象者：同窓会会費納入の有無に関係なく、2023 年 3 月に卒業／修了予定の理工学部卒業生、大学院修

了生（理工学研究科、先進健康科学研究科、博士後期課程等）全員 

＊学部卒業者：436 名  修士修了者：153 名  博士：6名  合計 595 名 

＊入力状況：2月 10 日～3月 21 日：214(263)名  ～3 月 31 日：56(38)名 合計 270(301)名 (昨年度) 

＊祝賀会・謝恩会の各部門への援助額は 3月 21 日までで、以下の通り 

部門 学部 修士 博士 計(人) 小計(円) 合計(円) 学部 修士 計(人) 合計

数理部門 12  1 13 6,500 16,500 4   4 17 

情報部門 15  6 1 22 11,000 21,000 12  2  14 36 

化学部門 31  16 47 23,500 33,500 13  7  20 67 

物理学部門 3  3 1,500 11,500 2  1  3 6 

機械工学部門 34  20 54 27,000 37,000 3  4  7 61 

電気電子工学部門 19  15 34 17,000 27,000 1  3  4 38 

都市工学部門 34  7 41 20,500 30,500 4   4 45 

  214 107,000 177,000   56 270 

3）第 30 回佐賀県青春寮歌祭  

＊日時 令和 4年 11 月 19 日（土）13：00～16：30 

＊場所 佐賀市交流センター「エスプラッツホール」 

＊2年ぶりの開催でコロナ禍の影響で例年より参加校が少なかった（14 校）。 

＊参加者はマスクを付けたまま寮歌を歌った。  

 

４. 同窓生援助活動（庶務担当部会・学生支援担当部会） 

1) 第 3 回（2022 年度）理工学部同窓会長賞 

＊理工学部同窓会長賞は 2020 年 10 月 1 日に制定 
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【受賞者】（2019 年度入学） 

鴛海 広人氏（数理サイエンスコース）    光延 竜成氏（知能情報システム工学コース） 

武藤 圭汰氏（情報ネットワーク工学コース） 吉村 萌氏（生命化学コース） 

古庄 史門氏（応用化学コース）       古賀 安友実氏（物理学コース） 

中島 直紀氏（機械エネルギー工学コース）  銭本 捺氏（メカニカルデザインコース） 

大津 隆真氏（電気エネルギーコース）    與田 朋希氏（電子デバイス工学コース） 

牟田 勇己氏（都市基盤工学コース）     日高 央季氏（建築環境デザインコース） 

【表彰式】2023 年 3 月 16 日（木）19:00 から 60 分程度 

表彰、記念撮影、主催者あいさつ、理工学部長の祝辞、受賞者との懇談会 

2) 第 7 回菱実会賞 

＊募集期間： 2022 年 5 月 1 日～10 月 31 日 

＊推薦書：自己推薦歓迎、活動成果の例を明示 

【受賞者】学部生 2名、大学院生 1名 

高津 汰耀 氏（理工学科・情報ネットワーク工学コース 2020 入） 

題目：合同会社 sunapp の起業と地域スポーツ支援活動 

糸永 太一 氏（理工学科・メカニカルデザインコース 2020 入） 

題目：佐賀大学初の技術系サークルの立ち上げ及び飛行ロボットコンテストへの出場 

西村 奏美氏（都市工学科 2017 入 理工学研究科・建築環境デザインコース(院)） 

題目：日本建築学会九州支部 2021 年度建築九州賞研究新人賞受賞 

【表彰式】2022 年 12 月 12 日（月）19:00～ 

表彰、記念撮影、受賞者のプレゼンテーション、懇談会 

3）第 18 回理工学部長賞表彰支援 

2022（令和 4）年 4月 5日（火） 

理工学部 6号館 2階の多目的セミナー室 

新 3年（2021 年入学）:12 名  新 4 年（2019 年入学）：12 名 計 24 名 

4) 第 5 回菱実会・理工学部広報賞（2017 年度設立） 

39 件（64 名） 

5) 第 8 回佐賀大学同窓会長賞（2015 年制定） 

各同窓会より 1又は 1団体へ 表彰状並びに記念品授与 

氏名：古賀 あみ 氏（理工学科 生命科学コース・2019 年入） 

理由：受賞者は、佐賀市教育委員会の不登校支援機関である教育支援センター「くすの実」で理科実験教

育支援活動のボランティアとして、子どもたちが安全に実験できるよう、また理科への興味関心と学習

意欲が芽生えるよう事前の準備等を積極的に行いました。 

--- 

6） 理工学部キャリアデザインセミナーの実施 

＊2022 年 11 月～2021 年 1 月までに 5部門で実施。教室での集合研修で開催 

＊2022 年度から講師謝金や交通費は、菱実会事務局から講師に直接振り込むようにした。このことによ

り、菱実会事務局と講師との連絡（講師依頼、謝礼、依頼）ができるようになった。 

(1)実施部門：物理科 開催日：2022 年 11 月 28 日（月） 

講師① 堤 紀子氏(1993 年入 物理科学科、物理科学専攻) ：佐賀県立宇宙科学館 

講師② 湯浅 貴裕氏（2013 年入 物理科学科 、物理科学専攻）：高エネルギー加速器研究機構（KEK） 

(2)実施部門：機械工学  開催日：令和 4年 11 月 30 日（水） 

講師① 濱本 清志氏（2006 年入 機械システム工学科、機械システム工学専攻）：株式会社タカギ 

講師② 平原 悠太郎氏（2015 年入 機械システム工学科、機械エネルギー工学コース）：株式会社 IHI 
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(3)実施部門：電気電子工学  開催日：2022 年 12 月 7 日(水) 

講師① 小塩 浩平氏（2004 年入 理工学部電気電子工学科）：日清紡マイクロデバイスＡＴ株式会社 

講師② 緒方 正彦氏（2004 年入 電気電子工学科、電気電子工学専攻）：東京エレクトロン九州株式会社 

(4)実施部門：都市工学 開催日：2022 年 12 月 14 日（水） 

講師① 寺尾 寿信氏（2010 年入 都市工学科、都市工学専攻）：株式会社寺尾建設 

講師② 野瀬 光希氏（2017 年入 都市工学科）：田島株式会社 

(5)実施部門：化学 開催日：2023 年 1 月 25 日（水） 

講師① 森 孔明氏（2008 年入機能物質化学科）：岩尾磁器工業株式会社 

講師② 髙木 伸太郎氏（2013 年入機能物質化学科、循環物質化学専攻）：本荘ケミカル株式会社 

7) 全学教育機構科目 都市工学部門授業「建設プロジェクト演習」支援  

助成内容：都市工学科専門科目「建設プロジェクト演習」における演習指導補助を実施するための OB ア

ドバイザーへの交通費支給 

実施期間： 2022 年 10 月 7 日～12 月 23 日 14:40～17:50 (12 回) 

経費見積： ３名 

OB アドバイザー（3名共に理工学部卒業、佐賀県庁を経て現在嘱託） 

田﨑 茂樹氏 昭和 57 年 3 月卒業 昭和酉島製作所株式会社嘱託 

植田 定氏 昭和 60 年 3 月卒業 大成ロテック株式会社嘱託 

福岡 啓功氏 昭和 58 年 3 月卒業 サンコーコンサルタント株式会社嘱託 

8)「キャリアデザイン」への講師派遣 

2022 年度は OG・OB の派遣は無し 

9）入学生オリエンテーションで菱実会の紹介 

佐賀大学全学教育機構科目「大学入門科目」で配信 

 

５. 同窓会名簿管理（情報管理担当） 

1）菱実会員名簿の管理と更新 

・大学からの学生情報の提供（佐賀大学同窓会事務経由） 

＊理工学科 2年生コース配属名簿      →4 月 4 日 

＊学部入学生（4月、氏名、受験番号、学部）→5月 20 日：会費納入者のリスト作成に利用 

＊在学生情報（4月、10 月、学部、大学院） →7月 13 日- 9 月 29 日：全ての学部／院の在学生情報 

→事務局の大学への申請方法に問題有(4 回催促) 

＊個人情報の提供停止申立書 提出者一覧  →7 月 13 日 

＊卒業／修了時（3月、9月、学部、大学院） →7月 13 日 

＊退学・除籍者（理工学部）        →9 月 9 日- 9 月 29 日 

→理工学部では入学時に 10 年会費を納入し、学部 1 年次から正会員であるので、退学されても会報

発送する義務がある。会員から、会報発送等の停止希望があれば、次回から停止する。 

・3種類の住所変更等の入力フォーム 

http://sadai.jp/alumni/ryoujitsukai/membership/ 

(1) 住所変更等の入力フォーム１(菱実会専用) 

(2) 住所変更等の入力フォーム２(卒業／修了予定者専用) 

2 月 10 日～3月 31 日に限定 

(3) 住所変更等の入力フォーム５(理工学部在校生専用) 

・佐賀大学同窓会 Web サイト「住所変更・お問い合わせ」から随時 

・同窓会会費納入時、同窓会会報送付時、菱実会総会及びクラス代表員会案内時 

・電話によるよる連絡(時々) 
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2) 名簿（PDF 版）は作成せず 

3) 理工学部教員の名簿整理（中断） 

4）同窓会名簿データベースの整理（とりあえず、SALAT には郵送データを送付） 

 

６. 各種情報の提供（情報管理担当） 

1）ホームページの充実（技術・研究など、同窓生に有用な情報の提供） 

・2016 年度以降の新着情報・活動報告の掲示 

・blastmail で登録データを示し、Web サイトの Form に変更データを入力するシステムの開発 

2) その他 

・菱実会役員会専用の Web サイト「菱実会ルーム」に、役員会の資料や記録を保存し、役員会等のテレワ

ークが可能な環境を構築 

 

７．同窓会事務局の整備（庶務担当部会・情報管理担当） 

1) 菱実会事務局の運営体制の簡略化 

2) 菱実会運用内規の整備 

・菱実会会報等の原稿執筆謝礼に関する内規（2022 年 2 月 7日） 

＊同窓会の活動を活性化させるために、同窓生であっても、謝礼はある程度払えるようにした。 

 

８. 佐賀大学及び他学部同窓会との連携 

1) 菱実会総会・記念講演・懇親会は、コロナ禍のため Web サイトへの掲示に変更 

2) 第 1 回菱実会クラス代表会議はアーカイブ式に変更（案内） 

【動画公開】http://sadai.jp/alumni/ryoujitsukai/news/202209182658/ 

3) 佐賀大学と佐賀大学同窓会との意見交換会 

開催期日：2022 年 10 月 4 日（木）18：00～ 

開催場所：佐賀大学菱の実会館多目的室 

【参照】http://sadai.jp/alumni/dousoukai/information/202210261472/ 

4) 第 11 回理工学部と菱実会との意見交換会 

開催期日：2022（令和 4）年 11 月 16 日（水）～ 

理工学部側 9 名  同窓会側 15 名 

【参照】http://sadai.jp/alumni/ryoujitsukai/news/202211162765/ 

5) 第 11 回佐賀大学ホームカミングデー 

開催日時：2022（令和 4）年 11 月 5 日（土）（対面＆オンラインで開催） 

菱実会出席者：4名 

【動画公開サイト】https://koyukai.admin.saga-u.ac.jp/hp/hcd/11/ 

6) 第 30 回佐賀県青春寮歌祭 

日時 令和 4年 11 月 19 日（土）13：00～16：30 に開催 

簡単な懇親会も有り 

【参照】http://sadai.jp/alumni/ryoujitsukai/news/202211212826/ 

 

９. 佐賀大学同窓会の運用報告 

1) 2022 年度に開催された会議等 

1_20220414_第 1 回佐大同窓会代表役員会 

2_20220421_佐賀大学同窓会春期定例役員会 

3_20220530_佐賀大学同窓会会長との話し合い 
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4_20220610_第 2 回佐大同窓会代表役員会 

5_20220613_第１回佐賀大学校友会代議員会（書面会議） 

6_20220916_佐大同窓会臨時代表役員会 

7_20221004_佐賀大学との意見交換会 

8_20221014_第 3 回佐大同窓会代表役員会 

9_20221105_第 11 回佐賀大学ホームカミングデー 

10_20221020_佐賀大学同窓会秋期定例役員会 

11_20221208_第 4 回佐大同窓会代表役員会 

12_20230130_佐賀大学同窓会会長との打ち合わせ 

13_20230210_第 5 回佐大同窓会代表役員会 

2)菱実会から佐賀大学同窓会への申し入れ等 

＊佐賀大学同窓会の目的：本会は、有朋会、芸術地域デザイン学部同窓会、楠葉同窓会、佐賀医科大学・

医学部同窓会、理工学部同窓会及び農学部同窓会の各同窓会（以下各学部同窓会という。）及びその会

員の親睦融和を図るとともに、地域と共に未来に向けて発展し続ける佐賀大学の発展に寄与することを

目的とする。 

＊状況： 菱実会は、これまで佐賀大学同窓会維持のため、学部生が納付した会費の 2分の 1を納めてき

たが、その効果を問う声もきかれているので、特に次の 2点の改善を求めてきた。 

(改善要求 1) 佐賀大学同窓会経費負担については、各学部同窓会に同窓会費を納付した学部新入生分の

みでなく、卒業して各学部同窓会に納入した会員分も負担すべきである。 

(改善要求 2) 会費を納入した学部在学生にも会報は会費を納入した年から送付すべきである。父母住所

に送付することは大きな意味がある。（これまでは、卒業後 6 年間しか会報「楠の葉」は一部の学部同

窓会を除き、送付されてこなかった。一方、卒業後、各学部同窓会に会費納入した会員には、その会費

の一部を佐賀大学同窓会に納付されることなく、佐賀大学同窓会から会報「楠の葉」が送付されていた。）

これは、先輩らが学部新入生の納めた経費のみで佐賀大学同窓会を運営していると言われても仕方なく、

大変まずい佐賀大学同窓会運営となっているので、是正しなければならない。そこで、次のような資料

を作り、佐賀大学同窓会のあり方をに是正するように訴えてきた。 

＊提出等内容（詳細は省略） 

① 20211207_会報送付等についての改善について（お願い）（2021 年度代表役員会に提出） 

② 20220819_佐賀大学同窓会への菱実会の経費負担について（全佐賀大学同窓会役員へ配信） 

③ 20221124_菱実会からの要望（庶務部会へ提出） 

④ 20230210_佐賀大学同窓会への学部同窓会毎の納付負担率と学部生への会報送付のあり方の是正に

ついて（2022 年度第 5回代表役員会、後日全佐賀大学同窓会役員へ配信） 

⑤ 20230318_菱実会会長への意見（反論）（全佐賀大学同窓会役員へ配信） 


